
 

 

 

 

 

 

中国との交流で J-scoreと出会う 

―1980 年からの記録①― 

 

 

 

 

 

 

 

ハンディ＆シニア企画 

菊池 裕子 
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手作り品の製作と販売 

30代の子育て中は布地からのオリジナル品（子ども服・バッグ・インテリア小物等）をデ

パートなどで販売。まだ「手作り」の言葉があまりない時代だったので、『趣味と実役を可

能にしているめずらしい主婦』として多くの雑誌から取材を受けた。作品は作ったら作った

分売れる日々だった。私に 36時間ください！と願って製作し続けていた。 

長女が小学校に入学する頃、地域センターの設立運動に関わっている女性と講座で出会っ

た。子どもたちの放課後を充実させる目的でサークル作りに参加。体育ホールはスポーツに

開放し、地域の父母が当番制で安全を見守る体制作り。会議室では「子ども手作りの会」を

週 1 回活動する担当になった。手先を使いながら静かに過ごす場として、残布の活用も出

来、楽しい作業を続けていた。 

個展やオリジナル作品のグループ展は現在も続けている。 

 

 

障害を持つ方の洋服作り 

1990年頃、近所に住む M子さんが「車イスを利用している友人が日焼けで困っているの

で、長いケープを作って欲しい」と訪ねて来た。今まで障害を持つ方と接したことがないので

自信がなく断るつもりだった。しかし、一度お逢いしてみて無理ならお断りすれば良いかなと

思い直し相談の訪問となった。 

T子さん宅へ何回か出向き、希望を聞きながらその場で布をカットしていると「永い間の自

分の思いが、目の前でどんどん実現していることに感動したわ。菊池さんの手は魔法の

手！」と称賛してくれた。その言葉に私の方が感動し、他でも待っている人がいるかもしれ

ないと背中を押され、ハンディを持つ方の着やすい洋服作りの研究が始まった。障害者は家

族が外へ出さず、かくしていた時代。今と違い各自の車イスもないのだから無理もないだろ

うが、T子さんも要望を言ってはいけなかったし、方法がなかったそうだ。行政の障害者窓口

は高齢者も一緒であることを知り驚いた。「お世話される場合は赤ちゃんから老人まで同じ

課なんだ～」とショックだった。それならば高齢者についても同時に学ばなければならない

と思い勉強することになった。 

現在の超高齢時代になるまでには、企業が介護用品の開発・研究・販売に続き、世の中は生涯

現役を目指した「介護予防」が大切だと変化した。 

 

 

女性問題を知る 

 T 子さんとM子さんとの 3人で試作・試着を繰り返しながら東京都福祉展示場の見学や障

害者問題を学ぶチャンスが増した。その頃、福祉の先進国である北欧から「ノーマライゼーシ

ョン」との言葉が届いたばかり。区民センターで子どもたちに手作り指導のボランティアをし
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ている中で、地域の母親の考えと私の生き方に違いがあることに気づいた。知人に話をしたら

「それこそが女性問題だ」と教えられた。活動で感じた事を作文にして、東京都品川区の女性

問題海外派遣に応募。3名の中に選ばれヨーロッパ研修へ。普通の主婦の小さな出来事から、

小・中学生の子どもたちを置いて 2週間近い旅に出るのは初めてのことで勇気が必要だった。

44歳だった。 

 研修生は都道府県により、女性政策関係の担当者、県民派遣や区民派遣等の専門的な人が

多かった。イギリス・スペイン・フランス等の職場見学や交流の中で、パソコンを使い自立

している女性たちの姿に驚いた。25年前の主婦の私にとって印象的だった。全国の人たちと

知り合い、日本の中でも行政の違いがあることで刺激を受けた。このことは高齢社会を迎え

るために他区へ見学に行くなど学ぶ意欲へつながった。 

 知識が蓄積されたので姑の認知症にはすぐに気づいたが、姑の通う医院では初期症状では

わからず、取り合ってくれない時代だった。病気と診断せず、医者はまるで嫁姑問題のよう

に言う。後日、夫に同行を頼むとやっと脳外科の紹介状を書いてくれた。MRIの結果は、か

なり大きく白い部分があり脳梗塞。今後強力な発作が起きたら寝たきりになるとの説明に驚

いた。気丈だった姑は少しずつの進行で 13年間の介護へと続くことにー。 

 

 

自分発見へ 

私は主婦向けのアイムパーソナルカレッジの経営ビジネスコースに 1 年間入講した。このよ

うな決断が出来たのは、女性問題の海外派遣に参加出来たことにより、日本の社会と他国のこ

となどたくさんの刺激を受け「もっと自立したい」と思えたからだ。46歳で学生気分に。 

そのパワー満載の授業では、毎回目からウロコのことばかりだった。講義の他、ファッショ

ンショー企画に参加。その時、入講前に東京都の「障害者のための作品工夫コンクール」へ応

募した作品の合格通知が届いた。車イス用のレインウェアに介護用シーツを使用したことが新

しい視点と認められての受賞だった。校長も共に喜んでくれて、シニアファッションショーの

大舞台にこの作品も参加させてくれた。真夏の暑さの中で多くの作品を製作したし、企画内容

の意見調整など大変な作業だった。大ホールの終了の幕が降りた時に、クラスメイトとのあつ

れきが団結に変わり、苦労がフッ飛ぶ程の達成感！入講の動機として「40歳代の自分にはもっ

と他にやれることがあるかも～」と期待していたのだが、舞台裏で私には洋服作りの他に楽し

く出来ることはないのだろうと思った。この充実出来た日々と大好きな内容からずっと続けら

れることは他にはない。これしかない！と自分再発見になった。 

卒業前に仲間たちと『ハンディ＆シニア企画』を立ち上げた。1995年 1月朝日新聞で取材

記事も掲載され、大阪で開催する福祉機器展にも行く予定をし、大変張りきっていた。 

その 1週間後にあの大きな阪神淡路大震災が起こった。大阪の予定会場も壊れ催事は中

止。関西にある出展会社も経営危機となり、試作を約束していた開発室は一番先に閉鎖され

た。1995年 1月 17日は私にとっても忘れられない出来事であった。 
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わいふ編集部に勤務 

 アイムパーソナルカレッジに入講後「わいふ」誌を読み編集部の経理募集を見つけ面接

へ。採用され勤務しながらアイムの勉強もできた。田中編集長、和田副編集長を中心に、わ

いふ誌、自費出版、子ども教育本、企業の冊子、政治に対する冊子等の編集者たちと老人情

報センター、発送事務のメンバーの中で楽しく働けた。当時わいふ会員を手書きのカードで

管理し、パソコンは住所の印字と経理用だけだった。会計ソフトは初めて使ったし、全国へ

の発送は人界戦力で郵便局まで何千冊も運んだりアナログ時代。女性だけの職場は居心地が

良く、又学ぶことも多い 7 年間だった。今でも交流し情報交換の場を与えてくれている。 

 その後は印刷会社、ファッションメーカーに勤務し、収入のための永い間の「二足のわら

じ」を 58歳で終了させた。 

 

 

ハンディ＆シニア企画 

 アイムの同級生の 4人で「障害」「高齢」関係の事業として開始した。洋服作りは私が中

心となり、モデル会員を募集して大田区でのファッションショーから始まり、東京都や近郊

の他、北海道、青森、秋田、長野、静岡、鳥取、岡山県などへ。海外はドイツ、イタリア、

イギリス、オーストラリア、スリランカ、ラオス等、ショーは 150回以上の開催。2006年か

ら NPO囲碁国際交流の会のメンバーになり、南米キューバ、メキシコで囲碁指導の目的の中

に文化交流を加え、着物ショーや茶道、書道のワークショップを実施した。 

 障害者囲碁の普及活動が大切であるとの私からの提案がメキシコでシンポジウムへ発展。

何十年も前から障害者の指導をされている森野先生の実行力と協力者たちにより実現した。 

 2017年秋には、森野先生をリーダーとして第 1回「世界ハンディキャップ囲碁選手権」が

日本の奈良県で開催。目の不自由な方のための特別制の碁盤と碁石を考案された方が奈良の

男性。その碁石と碁盤は指先でわかるようになっている。普通は碁盤の目の交差点に碁石を

置くので、障害者用はそこに穴をあけて碁石が収まるように作ってある。その為、碁盤も碁

石も大きくて重い。試合会場には特別制がないため、目が不自由なご本人が持ち運ぶ。 

大阪に住む森野先生から、帯地を使用して収納しやすくて持ちやすい視覚障害者用のバッ

グを作って欲しいとの依頼の電話あり。さっそく高田馬場の福祉施設での道具拝見、障害者

の方からの希望を調査し、試行錯誤が始まった。囲碁に携わる人は男性が多い。それを女性

用のシルクの帯となると限られる。男性でもおかしくない色柄、素材を選び、碁石入れが手

でさわっても白黒の区別が出来るようにし、私自身が目をつぶって、出し入れをしてみた。

見えないと良くぶつけてしまうので丈夫にしたり、止め具を考えたりさわってわかるように

工夫をして、東京に住む方に試してもらうことで「特殊サイズの携帯用ケース」が完成。数

点送ることができ、喜んでもいただけてホッとする。 

 大会に参加してみると、優勝した 2 人に副賞として帯のケースを私から渡して欲しいとの

ことになり、1 位と 2位の韓国の方に舞台でプレゼントが出来、国際交流となった。 
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 障害者の衣服作りのボランティアから着物や帯をゴミにしない消費者運動、そして福祉囲

碁へとつながり、たくさんの方々とご縁をいただいている。 

 主な仕事となっている「着物からのリメイク」の田町教室は 25年目を迎えている。その間

には長野県上田市、小諸市、静岡県の伊豆高原へも出張教室で新幹線で通った思い出もあ

り、楽しく続けられて感謝だ。子育て、姑や夫の介護、展示会、5年間の農工大学での絹研究

会で学生をしたり、会社勤務などと平行して手作りが続けられたのは、体内に備わっていた

遺伝子（持って生まれた感性）との丁度良いコラボレーションなのだろう。 

 

 

 

続く 

 

 

 


